
令和６年 第3回 定例教育委員会 議事録 

 

１ 開催日時 令和6年3月25日（月）午後1時30分～ 

 

２ 開催場所 豊見城市役所 4階 第1会議室 

 

３ 出席者 

［委 員］  

  教 育 長  教育委員2名 

［事務局］  

教育部長 教育総務課長 学校教育課長 学校施設課長 文化課長 生涯学習

振興課長  学校教育課参事 

 

 ４ 欠席者 2人  

 

 ５ 傍聴人 0人 

 

６ 教育長の報告の要旨 別添教育長業務報告 

 

７ 議題及び議事の大要 次のとおり 

 

８ 議決事項  

豊見城市立学校給食センターの管理運営に関する規則の一部を改正する規則に

ついて 

豊見城市史第５巻「社会と文化・教育編」専門部会員の委嘱について 

  豊見城市スポーツ推進委員の委嘱について 

令和６年第２回豊見城市議会定例会一般質問について   

  専決処分の報告について ２件 

令和６年４月１日付け教育委員会職員の人事異動について   

  教職員人事異動発令について     

令和５年度（令和６年度進学予定者）豊見城市育英会入学準備金の貸与に 

ついて 

     

９ 教育長又は会議において必要と認める事項    



1 

◎ 会議の要旨 

教育長  それでは皆さん、こんにちは。定刻になりましたので、これより令和

６年第３回定例教育委員会を開催いたします。 

 まず定例教育委員会の前にお伝えすることがございます。報告であり

ます。 

 このたび、宮城委員が令和６年第２回市議会定例会において教育委員

として再任をされましたのでご報告いたします。任期は令和６年４月１

日より４年間となります。どうぞ、よろしくお願いします。 

 それでは、日程第１の会議録署名委員の指名であります。本日の会議

録署名委員に備瀬委員を指名します。よろしくお願いいたします。 

 続いて、日程第２の会期日程ですが、１日としてよろしいでしょう

か。 

 （「はい」と呼ぶ者あり） 

教育長  ありがとうございます。それでは、会期日程は１日とします。 

 次に本日の議題ですが、お手元にお配りしてあります議事日程に沿っ

て進めてまいります。 

 続きまして、日程第３の議題に入ります。教育長の業務報告でござい

ますが、本日は紙面をもって報告とさせていただきますので、資料をご

確認くださいますようお願いします。 

 続いて、日程第４の議案第11号 豊見城市立学校給食センターの管理

運営に関する規則の一部を改正する規則についてであります。事務局、

説明をお願いいたします。 

学校教育課長  学校教育課、金城です。議案第11号 豊見城市立学校給食センターの

管理運営に関する規則の一部を改正する規則について提案するものでご

ざいます。 

 提案理由ですが、小中学校及び給食センター関係職員の給食費につい

て、昨今の物価上昇の影響等により令和６年４月から給食費の改定、

200円の増額を予定しているため、金額を改正する必要があるので、提

出しているところでございます。 

 次のページをお願いします。豊見城市立学校給食センターの管理運営

に関する規則の概要でございます。１規則の概要。この規則は、学校給

食センターの業務、給食費の納付及び物資の調達等に関して必要な事項

定めるものであります。２改正の理由です。小中学校及び給食センター

関係職員の給食費について、昨今の物価上昇の影響等により令和６年４

月から給食費の改定、200円の増額を予定しているため、金額を改正す
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るものです。なお、児童生徒の給食費については、学校給食費保護者支

援事業において市が負担するため、給食費は据え置かれることとなって

おります。改正内容です。（１）小学校の関係職員4,800円を5,000円に

改める。（２）中学校及び給食センターの関係職員5,400円を5,600円に

改める。施行期日が令和６年４月１日からの施行となっております。補

足ですが、この金額に改定することを計画しているんですけれども、４

月からの５か月間については、給食費無償化を別予算で充てることに

なっております。ですので４月から８月までは児童生徒において給食費

は実質無償となっております。それ以降については、この金額になるん

ですが、先ほど申したように学校給食費保護者支援事業において、また

市が補塡するので、実際の給食費は据え置かれる形となります。簡単で

すが説明は以上です。 

教育長  ありがとうございました。 

 ただいま給食費に関しましてご説明がございました。この内容につい

てご質問等がありましたら、委員の皆さん挙手でお願いいたします。備

瀬委員、どうぞ。 

備瀬委員  昨今の物価高の状況下では、教職員のみなので致し方ないのかなと思

います。児童生徒については、据え置きということで支援事業から捻出

するということなので致し方ないと思います。それでよろしいかと思い

ます。以上です。 

教育長  ありがとうございます。 

田名委員  ちょっと質問です。 

教育長  田名委員、どうぞ。 

田名委員  小学校が4,800円、中学校が5,600円ということで、量が違うんです

か。 

学校教育課長  給食の量が違います。 

田名委員  量が違うんですね。分かりました。ありがとうございます。 

教育長  よろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは、議案第10号 豊見城市立学校給食センターの管理運営に関

する規則の一部を改正する規則については、提案どおり決定したいと思

いますが、よろしいでしょうか。 

 （「はい」と呼ぶ者あり） 

教育長  それでは、提案どおり決定ということで進めます。 

 続きまして、日程第５の同意案第１号から同意案第９号 豊見城市史

第５巻「社会と文化・教育編」専門部会員の委嘱についての９件につい
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ては、関連いたしますので一括して議題に供します。事務局、説明をお

願いいたします。 

文化課長  文化課、浜本でございます。同意案第１号から同意案第９号まで計９

件を一括してご説明申し上げます。 

 件名が、同意案第１号から同９号まで、豊見城市史第５巻「社会と文

化・教育編」専門部会員の委嘱についてとなっております。提出者は、

豊見城市教育長、瀬長盛光でございます。 

 提案理由は、豊見城市市史編集委員会規則第８条第１項に基づく担当

事務の一部委任のためとなっておりますが、これは主に市史編集に関す

る調査及び資料収集に関することを委任するものでございます。 

 今回委嘱する９名の方々のご氏名ですが、同意案第１号が齊藤淳一

氏、同２号が鳥山 淳氏、同３号が町田宗博氏、同４号が小川 護氏、

同５号が里井洋一氏、同６号が近藤健一郎氏、同７号が豊見山和美氏、

同８号が上原 壽氏、最後に同９号が比嘉邦治氏となっております。な

お、この９名の方々は現専門部会員でございまして、令和６年３月31日

をもって２年間の委嘱期間が満了となります。しかし、市史第５巻の発

刊は、令和７年を予定しておりますので、委嘱期間を延長する必要がご

ざいます。任期としては、令和６年４月１日から令和８年３月31日まで

の２年間となります。よって、この９名の方々の再任に当たっては、豊

見城市史編集委員会規則第８条第２項に基づき、教育委員会の同意を必

要としますので、同意案第１号、同２号、同３号、同４号、同５号、同

６号、同７号、同８号、同９号、以上９件につきまして、教育委員会の

同意を求めるものでございます。ご審議よろしくお願いいたします。 

教育長  説明ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの９名の専門部会員の継続でございますけれど

も、委員の皆様、ご意見がございましたらお願いします。 

田名委員  もう９名は決まっているんですね。 

文化課長  はい。 

教育長  はい、備瀬委員どうぞ。 

備瀬委員  専門性とかそしてまた継続性が求められているので、特にこの９名に

対しては問題がないということで推薦に上がっていると思いますから、

私のほうは特に異議ございません。 

文化課長  ありがとうございます。 

田名委員  私も。 

教育長  ありがとうございます。 
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 それでは、日程第５の同意案第１号から同意案第９号 豊見城市史第

５巻「社会と文化・教育編」専門部会員の委嘱については、提案どおり

同意ということで進めてまいります。よろしくお願いします。 

 続きまして、日程第６の同意案第10号から同意案第18号 豊見城市ス

ポーツ推進委員の委嘱についての９件について、関連いたしますので一

括して議題に供します。事務局の説明をお願いいたします。 

生涯学習振興

課長 

 生涯学習振興課長の大城です。よろしくお願いいたします。豊見城市

スポーツ推進委員の委嘱について、同意案第10号から同意案第18号まで

の委嘱についてご説明したいと思います。 

 提案理由としましては、現スポーツ推進委員の任期が満了することに

伴い、新たなスポーツ推進委員を任命・委嘱することとしたいと思いま

す。 

 今回、令和６年３月31日に２年間の任期が満了となりましたので、ス

ポーツ基本法第32条第１項及び豊見城市スポーツ推進委員規則第４条に

より、令和６年４月１日から令和８年３月31日の２年間を任期として委

嘱するものであります。委嘱者につきましては、同意案第10号の當銘貴

美子氏、同意案第11号の伊敷義則氏、同意案第12号の狩俣 章氏、同意

案第13号の瀬底成子氏、同意案第14号の赤嶺永太氏、同意案第15号の伊

盛真弥氏、同意案第16号の崎原小百合氏、同意案第17号の金城隆也氏、

同意案第18号の宜保智己氏、合計で９名となっております。９名につき

ましては、全員再委嘱となりますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。簡単ではございますが説明を終えたいと思います。よろしくお願い

します。 

教育長  ただいま、スポーツ推進委員の再委嘱の提案でございました。これに

関しまして、委員の皆様、ご意見ありましたらお願いします。 

 備瀬委員、どうぞ。 

備瀬委員  32条に連絡調整及びスポーツの実技の指導、そして指導及び助言と書

かれておりますけれども、今見てみますと、活動実績がないのでこの人

が適任かどうかという評価は難しい感じがしますので、ちょっと気にな

りました。そして１番の方が30年となっております。ちょっと長いので

はないのかなと。昨今、特に部活動の地域への移行等々も含めて外部指

導員、部活動指導員等も含めて結構ライセンスを取る方々が増えている

し、部活動の経験を通していろんな方がスポーツをやっているので、結

構指導したいという方がいるんじゃないかなとそういうふうに思ってお

ります。そういうことからすると新陳代謝という意味では30年とか22年
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というのは、もう一生懸命頑張ってきたかもしれませんけれども、もう

お役御免で後輩たちに譲ってあげてもいいのではないのかなというふう

に考えております。ただそこにもありますように、男女のバランスは６

対４でしたかね、年齢構成もいいんですけれども、１番、２番の長年の

キャリア、この人たちがどうしてもいないといけないのかどうか、その

辺がちょっと気になりました。 

教育長  事務局、説明お願いします。 

生涯学習振興

課長 

 お答えします。実は３月31日に任期が切れる前は11名いらっしゃった

んですけれども、なかなか生活環境等のいろいろとお仕事とかあったも

のですから、二人は活動ができないということでお辞めになっておりま

す。今回１月にホームページに応募を掲載したところ、１名若干いらし

ていたんですけれども、この１名に関しましては76歳でしたか高齢で

あったため、ちょっと面接の上、今回厳しいということでお断り申し上

げております。新陳代謝ということで30年ということで確かにあります

けれども、なかなかスポーツ推進委員に携わる方がいらっしゃらないと

いうのが現状でございますので、次の２年間においては私どももお声か

けをして委員のおっしゃるとおり新陳代謝をしていきたいと思っており

ます。以上です。 

教育長  ありがとうございます。備瀬委員、今の状況だということです。 

備瀬委員  了解です。 

教育長  はい、田名委員どうぞ。 

田名委員  スポーツ推進委員の方の具体的な活動というか、一つか二つぐらい教

えていただきたいのですが。 

生涯学習振興

課長 

 スポーツ推進委員は沖縄県のスポーツ推進委員がございます。それに

関しまして２名の方が理事として今活動しております。 

 次に南部地区スポーツ推進委員の方で２名、今回携わっているところ

でございます。例年月１回に豊見城市スポーツ推進委員の定例会で情報

交換を行っております。あとスポーツ教室のボウリング教室とか、ダン

ス教室、ノルディック教室がございますけれども、そのようなスポーツ

教室に関しましてご活動いただいているところでございます。あとは豊

見城市の10月９日に行われましたけれども、豊見城スポーツデーとキン

ボールとかの講師派遣、ソフトボール大会とか諸々に関しまして活動を

している状況です。 

田名委員  もうボランティアという感じて捉えてよろしいですか。 

生涯学習振興  報酬は１回あたり5,000円です。 
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課長 

備瀬委員  これは年間幾らではないですか。１回幾らで。 

生涯学習振興

課長 

 はい、１回5,000円の報酬になります。 

備瀬委員  これ年間で平均してどれぐらいやるんでしょうか。回数的には。 

生涯学習振興

課長 

 回数的には結構あるんですけれども、トータルを出すとなるとちょっ

と厳しい状況で、最大でお一人２万5,000円程度頂いて、いろいろス

ポーツ推進の定例会とかスポーツデーの参加、キンボール、ソフトボー

ル諸々に参加していただいていましたので、５回の5,000円で２万5,000

円の報酬を頂いているという実績がございます。 

教育長  ほかにございますか。 

田名委員  分かりました。 

教育長  大丈夫でしょうか。 

 それでは、日程第６の同意案第10号から同意案第18号 豊見城市ス

ポーツ推進委員の委嘱についての９件は、提案どおり同意ということで

進めさせていただきます。ありがとうございます。 

 続いて、日程第７の報告第１号 令和６年第２回豊見城市議会定例会

一般質問についてであります。事務局、説明をお願いいたします。 

教育部長  私、教育部長の赤嶺のほうから説明させていただきます。先週の20日

で終わりました２月定例会、２月、３月にまたがって２月会と言ってお

りますが、一般質問通告用紙が付けられているかと思います。それに従

いまして説明していきたいと思っております。 

 基本的には、ほぼ22名議員がいらっしゃって議長を除く21名が質問し

ております。ほとんどの方が教育委員会に関わる質問をしておりますの

で、教育委員会は感心が高いところだなというふうに思っております。

通告順に従いまして説明をしていきたいと思っています。 

 まずページが振られている１ページをお開けください。新垣亜矢子議

員ですね。（２）のほうです。教育行政についてということで、国際交

流事業が活発に行われているが、市内全小中学校への事業拡大計画を伺

うということがありました。今年１月、２月にとよみ小学校と基地内の

リュウキュウミドルスクールとの交流を試験的に行いました。次年度は

中学校を中心に行う予定です。小学校についてはちょっとまだ予算が取

れていない状況でありますが、来年度の中学校の交流状況を見ながら拡

大していくという旨をお答えしているところでございます。 

 次に２ページ、大田善裕議員でありましたが今回はございませんでし
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た。 

 次に３ページです。仲田政美議員です。（２）教育行政について①か

ら④までありますが、③を除いて教育委員会に対しての質問でありまし

た。かねてより仲田政美議員は、この書かれている物価高騰対策重点支

援交付金の活用で給食費を無償化したらどうかというご提案がありまし

た。今回４月から８月分で５か月分、先ほど説明がありましたように、

この交付金を充てて無償化にするということで今進めているところでお

答えしたところです。これは①です。②のほうですが、英語検定料の助

成についての質問でありました。これも次年度、中学３年生については

全員受けられるような予算を押さえてあります。中学１、２年生に関し

ましても３級以上を、以前に４級なり前の級を持っているという条件に

１年、２年生でも受験ができるような仕組みで今準備を進めているとこ

ろでございます。 

 次に④です。がん教育につきましては、外部講師を活用したらどうか

というご提案だったのが、基本的には活用していくということで今後業

務を進めていくということでお答えをしているところでございます。 

 次に５ページをお開けください。４番目、瀬長恒雄議員です。（１）

デジタル博物館事業につきまして質問が出ております。成果について質

問がありましたのでつらつらとこれまでの成果について説明をしていた

ところでございます。趣旨としては、先日空手会館のほうでデジタル博

物館事業を今後城跡のデジタル復元等に関してのパネルディスカッショ

ンがあって、それに参加されていたので今後そういったことを進めてほ

しいという意味での質問でありました。次年度以降も強力に進めていく

ということでお答えをしたところでございます。 

 次に（３）のほうです。ナイター設備の整備については、②陸上競技

場のナイター設備の整備について、検討状況を伺うとありました。今後

「森ヌ風Ｓｐｏ－Ｐａｒｋ構想」というのが市長部局のほうで基礎構想

が策定される運びになっています。３月中で。その中で全体的な一帯の

開発が予定されておりますので、急にこれだけの整備というわけにはい

かないだろうということをお答えしたことと、それでも短期的に整備が

できないかどうか今後検討を進めていくということでお答えをしている

ところでございます。 

 次のページをお開けください。６ページ、川満玄治議員です。（２）

スポーツ行政についてということで、この中の②豊見城市としてスポー

ツを通じて包括連携等を行う考えはないかということですけれども、

チャンスがあれば取り組んでいきたいということで、お互いにとって
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ウィン・ウィンになるような関係になるものであれば進めていきたいと

いうことでお答えしているところです。具体的にはちょっとご提案とか

というお話ではなかったですけれども、方向性について中で質問にお答

えしております。 

 （３）子育て支援についてということで、②の通級制度について伺う

ということで、この人数等について伺っておりました。聞いての理由は

基本的には通級等の相談、特別に支援を要する子どもたちの申込みにつ

いては７月末に締め切るということで、それ以降の子どもたち、保護者

から声が寄せられたら「それ以降の対応をしてほしい」ということが

あったので、それはその都度その都度対応していますということで対応

しています。それで「分かりました」ということで質問自体終わってい

る状況であります。 

 次に（４）はたちの集いについてです。川満玄治議員は今回、今後の

在り方についてということで、今中学校校区ごとの分散開催をしており

ます。意図としては市の主催で分散開催ができないかというような趣旨

の思いを持って質問されております。校区ごとの開催に至ったのは問題

行動があったりいろんな課題があったので各校区ごとになったことと、

メリットについては地域密着にしているということ。デメリットについ

てはやはり実行委員会形式になっているので、祝われるべき二十歳とそ

の保護者の責任が重くて、なかなか負担になっているところが大きな課

題になっています。そういうことを踏まえて合同開催に戻せないかとい

うことでありましたが、アンケートからするとほとんどの方が分散開催

を望んでいる現状であります。ただ実行委員の皆さんの意見はどうなの

かということもありましたので、今後ちょっとそこら辺も踏まえて、た

だ毎回実行委員会の最初のときには確認を取っているんですが、分散開

催でいきましょうということで答えが出ているので、そうしている現状

があります。新年度もそれに向けて分散開催ということを前提に進めて

議論を進めていきたいということになっていますが、やっぱり実行委員

会、保護者の負担を軽減するための取り組み、改善は必要だろうという

ことで今取り組める内容を取り組んでいくことになっているところでご

ざいます。 

 （５）教育行政につきまして、これはもう現在取り組んでいる内容に

ついて、とよみ小での交流でしたので１月、２月、ＰＴＡ会長として川

満玄治議員も参加をされていて、いいことなので進めてくださいという

意味で質問がされております。今後とも進めていく旨をお答えしたとこ

ろでございます。 
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 ６番目、要 正悟議員です。（２）小中学校の閉庁時間についてとい

うことで、新年度、島尻の教育長会のほうで、もう８時には閉めていく

ということで話があったことを受けての質問でありましたが、質問から

言うと時間切れで質問まで至りませんでした。ただＰＴＡ活動だとかそ

の他については８時に閉まってしまっては活動ができないのではないか

という懸念からの質問だったと理解しておりますが、そのことについて

は個別で対応していくことになるので、一般論として８時に閉めていく

ということになっていますということで、一般質問のなかった日の終

わった後に個別にお話をしたところであります。 

 次に８ページをお開けください。長嶺吉起議員です。（４）教育行政

についてということで、コミュニティスクールが来年度、小中学校全校

10校で実施をしていくということで、そのことを踏まえてお話をしてい

るところでございます。基本的にはコミュニティスクールについてその

趣旨についてはご存じだと思いますが、課題としてやはり委員を確保し

たりコミュニティスクールの生徒自体がまだ理解が浸透していないとい

うことがあります。そういったことがありますよということをご説明し

た上で、今後ＰＴＡ活動や各種団体の活性化もコミュニティスクールを

取り組む負担を強いるだけではなくてそういった支援が必要ではないか

という視点での質問であったと理解しています。これについてもＰＴＡ

活動も自治会活動も大事な、青年会活動も大事な活動ですので、何らか

の支援の方策を考えていくということで回答しているところでございま

す。 

 続きまして、（５）豊見城城址公園の新たなる創出についてというこ

とで、①埋蔵文化財確認調査事業の進捗状況を伺うということでありま

した。豊見城グスクにつきましては、一応全般の調査については一定程

度の調査を終えたところであることを説明した上で、今後史跡整備に向

けたまた新たな調査に取り組んでいくという方向性をお示ししていると

ころであります。 

 次に10ページをお開けください。宜保龍平議員、８番目です。（２）

フッ化物洗口についてということの質問で、これは毎回宜保龍平議員

は、このフッ化物洗口を実施してほしいという立場で質問されておりま

す。今回も前の議会と同様に進めてほしいということで進捗状況はどう

なのかということがありましたので、今現在としては学校の理解を得る

べく取り組んでおりますということで、今後できれば来年度試験的に実

施にこぎ着けたいというようなイメージでお話をしたところでございま

す。 
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 次に11ページの吉濱議員、９番のほうですね。（１）スポーツ振興に

ついてということで、②プロサッカーチーム「水戸ホーリーホック」の

キャンプについて伺いますということで、毎年、陸上競技場でキャンプ

をしていただいておりまして、今後ちょっとどんなふうに進めていくか

というような課題意識ということですね。芝については最高だという評

価を得ていますが、一部更衣室や会議室やシャワー等について課題があ

るなという指摘を受けているということで、今後はちょっとその改善も

含めて臨時的にそういった施設を置けないかということも含めて検討す

る旨をお答えしております。教育長にも発言を求められて熱い思いを教

育長に語ってもらいました。積極的に進めていくという方向性での対応

をしたところでございます。 

 次に12ページの吉信議員、12ページ、13ページについてはご質問があ

りませんでした。 

 次に14ページを開けてください。真栄里 保議員です。（４）教職員

の働き方改革についてということで、部活動指導員の配置状況というこ

とで、今年度は７名３中学校に配置をしているところだという、５種目

に関して配置をしているということをお答えしたところです。今後さら

なる活用が必要ではないかということでありましたので、今後取り組ん

でいく旨を進めております。やはり質問等内容としては③の働き方改革

につなげるという意味であります。中学校については部活動で先生方は

負担があるということで働き方改革、その中で含めてどうなっているの

かという質問がありましたので、部活動指導員の取組や本市が取り組ん

でいるこれまでの働き方改革について説明をしたところでございます。

次年度以降は具体的に教科担任だとかグループ担任の取組だとか、学校

の在り方の中のところまで入ってくるかもしれないと思っています。来

年度から閉庁時間８時から閉庁もありますけれども、おおむね具体的な

留守番電話やそういった取り組みについては、外からやれることについ

てはおおむね整備が終わりましたので、その中の学校の改革について少

し取り組む必要があるかなという感じであります。 

 次に（５）不登校児支援についてということで、不登校児支援の実態

については、年々増加傾向にあるということで、これはお渡ししている

校長会の資料を見ていただければ分かるように、右肩上がりに上がって

いる状況です。今市が把握していない不登校児ですね、どこにも関われ

ていない児童については、小学校47名、中学校61名、計108名いますと

いうことを説明したところです。議員が聞きたかったことは、フリース

クールについてどう考えているかということでしたので、フリースクー
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ルについては今積極的にフリースクールに通っている子どもについても

出席については積極的に認めていこうとしていることと、ただ成績等に

つきましては、やはりフリースクールでやっていることの内容が学校が

確認できないと成績がつけられないということもありますので、こう

いったことは課題があるなというところであります。助成とか補助金の

話も共産党の議員から出ておりますので、今としては不登校対策を取り

組むことがまず第一だろうというふうに考えているとお答えをしたとこ

ろです。 

 次に12番目、波平議員です。15ページですね。教育行政についてとい

うことで、①、②は部活動指導員の話で外部指導者の現状についてとい

うことで、先ほどご説明した内容についてもう一回この話をしておりま

す。今後アプローチをどうするかということで、調査・検討を進めてい

くということでお話をしているところでございます。 

 ③市長公約である英語教育の推進についてということでありますが、

これも先ほど説明した、今後とも進めていくということで説明をしてい

るところでございます。 

 次のページを開けてください。（６）デブバレー世界選手権大会につ

いてということです。もっと市民に宣伝をして周知を図るべきではない

かというご趣旨の質問でありました。うちとしては学校で合宿等を受け

て子どもたちとの交流試合や、教室をやっていますよということをお答

えしたところでありあすが、今後具体的に公用車にデフバレーの宣伝の

マグネットシートを貼ったらどうかとか、のぼりやそういったものを立

てたらどうかというお話がありましたので、これについては今後実行委

員会と協議をしながら積極的に取り組んでいく旨をお伝えしています。

６月の開催でありますので、急ぎ取り組んでいくということもお答えし

てございます。 

 次に17ページ、高山美雪議員です。13番ですね。（１）安心・安全な

学校給食提供についてということで、給食センター建て替えに関して①

に関しては、各学校で調理場を配置していただきたいというような思い

で質問をしておりますが、本市としてはやっぱり効率性や現状を鑑みる

とセンター方式ということで考えているということをお答えしておりま

す。②の生の葉物野菜について提供できないか、豊見城市が葉野菜の産

地である、それで地産地消が進むのではないかという視点であります

が、学校給食は生葉野菜の提供はできないので基準上、その旨をお答え

しているところです。 

 次に地産地消の③のほうですね。設備、今後建て替えに当たってそう
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いった加工・保存が可能な設備が必要だと思うかということに関して

は、今後検討していく旨をお答えしています。 

 ４番目、本市において食材選定基準があるのかということについて

は、現時点ではない旨をお伝えしていますが、安全な食材を使用してい

ることについて説明を申し上げたところです。④の趣旨としては、遺伝

子操作のトマト等を使用しないでほしいというような思いがあるという

ことでしたが、今回発言のあったトマトについてはうちは使用していま

せんので、使用しておりませんとお答えをしたところでございます。 

 次に（２）です。②本市における不登校児童の把握状況と対応につい

てということで、今増えている状況と今後きちっと取り組んでいくこと

をお答えしているところでございます。 

 次に（６）ですね。豊崎中学校についてということで質問がありまし

たが時間切れでこの部分については質問に答えることができませんでし

た。ただうちとしては基本的に③の温水プールを早めに開放してほしい

というような趣旨だったというふうに確認をしているところでございま

す。 

 次に18ページ、14番目、宮城 恵議員です。（３）教育行政について

ということで、①コミュニティスクールについてということで問題点は

何か、どのように取り組んでいくかというような話をしましたが、先ほ

ど説明したとおりの説明をしているところでございます。質問の意図と

しては、宮城 恵議員もコミュニティスクールの委員として関わること

になりそうだということがあったので、この質問を立てたということを

聞いております。 

 （４）はたちの集いについてということで、これも川満玄治議員と同

様に、今回恵議員は関わられたということで、やはり今後市でもって主

催するつもりはないかという趣旨で発言をされておりましたが、今の現

時点では分散開催で考えており、実行委員や保護者の負担を軽減する方

向を考えていきたいとお答えをしているところでございます。 

 次に20ページ、宜保安孝議員であります。（３）教育行政について。

学校施設ＬＥＤ化推進事業、これは来年度ですね、学校施設課の事業で

全館ＬＥＤ化をしている学校以外のところについてはＬＥＤ化を進めて

いくということで話をしているところでございます。その中で伊良波小

中に関しては、今後大規模改修も控えていることから、体育館のみのＬ

ＥＤ化を考えているところでありますが、やはり質問内容としても伊良

波小学校の体育館が暗いということで、手当てとしては換えられる球を

ＬＥＤ球に換えて、そして工事で使うバルーン灯みたいなのがある、夜
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に夜間道路工事などで使っている、ああいうものが災害復旧で伊良波小

中に配置されていたので、それを今体育館の２階に設置して明るさ対策

をしていくとお答えしたところです。よくなってはいるけれども抜本的

な対策をお願いしたいということが議員からありました。議員は伊良波

小中の出身でありますので、思いとしてはそういった全部換えてほしい

という質問に理解をしています。 

 次に23ページをお開きください。17、新垣龍治議員です。（１）令和

６年度一般会計予算についてということで、①学校給食費の負担軽減と

いうことで、かねてより無償化をするべきだという立場で発言をされて

おりますので、今回４月から８月までの５か月分の無償化については評

価すると。ただ今後また引き続きそれから後も無償化に取り組んでいた

だきたいというような趣旨でのご質問でありましたが、同じような交付

金があれば取り組んでいきたいという旨でお答えをしているところであ

ります。 

 次に24ページ、18番、瀬長 宏議員です。４番目、教育行政について

ということで、①いじめ対応専任教師の配置を求めてきたけれども、ど

うするつもりかということでありました。かねてより基本的に市単費で

配置するのは難しいということと、やはり県費での配置が望ましいとい

うことでその要望をしていますという旨をお答えしているところであり

ます。ただ市費での配置も必要ではないかというような発言があったと

ころであります。 

 ２番目の学校給食費の保護者負担軽減を求めてきたが、どのような対

応を考えているかということにつきましては、先ほども申し上げている

ように無償化ということで４月から８月までの５か月間を実質負担なし

で運用しますよということを高く評価するという旨がありまして、これ

を引き続きやってほしいというお話でありました。 

 次に26ページ、大田正樹議員、（１）教育行政について、これからの

学校像ということで、市内小中学校において教員不足が生じているとこ

ろということで、実数を問うということでお答えをしています。小学校

の②教科担任化については、今後検討も含め取り組んでいくということ

でお話をしたところです。 

 ③のＧＩＧＡスクールにつきましては、インターネットや電子黒板導

入に係る成果について一通りお話をして、今後も取り組んでいくという

旨をお話ししたところです。 

 ④コミュニティスクール化に向けた準備の中で、やはりコミュニ

ティー自体が弱体化している中で、コミュニティーの支援をどのように
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考えているのかということでした。４校共にコミュニティスクールをや

ることによって、さらに地域に負担を強いることがないような、特に自

治会等に対して負担を強いることがないような状況で考えてほしいとい

うことと、むしろそういった支援、弱くなっている地域を強くしていく

取組をやってほしいということがありましたので、教育委員会としまし

ては、やはりコミュニティスクールをやることで地域の新しいコミュニ

ティーづくりにつながるような取組をしていきたい旨をお伝えしたとこ

ろです。 

 （２）「いじめ問題」の裁判結果についてということで、どのような

裁判だったのかということについてのご説明を原審と控訴審の流れをご

説明しまして、この結果を踏まえ、いじめ問題、今後の対応・対策はと

いうことで、今後和解状況になりましたように、第三者委員会の報告書

で挙げられている内容について改善策について取り組んでいくというこ

とで、今後このようなことが起こらないように取り組んでいきたいとお

伝えしたところでございます。 

 次に21番、新垣繁人議員です。（２）令和６年度施政方針の①の

（ウ）のほうです。発達の気になる子の支援について、公認心理師の増

員など支援体制の構築について伺うということがありましたが、これも

時間切れで質問に至っておりません。基本的な考え方としては連携して

こども園、保育園の頃からちゃんと把握をした上で小学校にちゃんとつ

ないでいるかということが１点。もう一つはやはりこういった気になる

発達や支援に関する事業で、民間事業者が学校に付添いをしたり、そう

いった事業をやっているんだけれども、学校の理解が少し進んでいない

ところがあるのではないかという視点でそのような質問があったという

ことです。今後ともそういった周知を取り組んでいく旨の答弁を準備し

ていたところでありますが、発言に至りませんでした。駈け足になりま

したが、今回の２月の第２回定例会の一般質問の内容と答弁内容の説明

になります。以上です。 

教育長  はい、ありがとうございました。 

 ただいま一般質問についてご説明がございました。たくさんありまし

たけれども、その中で確認したい点、それから具体的な状況をお聞きし

たい点がありましたら、委員の皆さん、よろしくお願いします。 

 はい、田名委員どうぞ。 

田名委員  はたちの集いの件なんですが、私も子どもが３名いて、その子たちか

らもずっと関わってきて、私も結構声をお聞きして話もしてきたんです
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けれども、私の意見としては、合同開催でいいのかなというふうにずっ

と話していて全体一つで。大分前に長嶺中学校が大分荒れていた時期も

知っていますし、いろんなことを含めても大分今落ち着いていますの

で、合同開催でいいのかなという意見が私の意見なんですが、体育館も

きれいな体育館ができたので、やはりその体育館でやるべきじゃないの

かなと私は思うんですね。いろんな父兄からの話で、例えば、男性の

スーツ、女性の振袖、女性の振袖に関しては草履まで履いてが振袖と、

男性は革靴まで履いてがきれいな格好ということで、靴を脱いだり草履

を脱いで体育館に入るよりは、ちゃんとそういう格好で体育館でやるべ

きじゃないのかなと声が、本当に細かいことなんですけれどもね、それ

が本来のそういう服装じゃないかという意見もたくさん頂戴したんです

ね。やはり父兄の成人する子どもたち、その父兄たちがやっぱり負担が

かかっているのも本当に最初からなんですね。私が聞いた話では、各中

学校に10万円の負担金ですか、そういうのをもうちょっと上げてくれな

いかとか、その10万円の使い道も飲食じゃないといけないとかいろいろ

あって、そういうことをやるぐらいだったら加わらないという父兄もい

たりいるもんですから、ですけれども年々伊良波中のカラー、長嶺中の

カラー、豊見中のカラーというふうにできていますので、結構構築して

いるので、今の私の考えは分散でもいいのかなというふうに思っていま

す。でもやはりもう少し役所側が関わってくれて子どもたちの負担、保

護者の負担を軽減していくべきかなと。伊良波とか長嶺もそうなんです

けれども、次年度成人する子どもたち、父兄たちが結構参加するように

なっているんですね今。ですから次年度、自分たちのときにはもう

ちょっとよくしていこうというふうになっていますので、もうちょっと

役所側が関わって、役所側がリーダーシップをもって成人式を行う、は

たちの集いを行うというふうなものを持っていったほうがいいのかなと

いうふうに私は感じています。以上です。 

教育長  ありがとうございます。事務局どうぞ。 

生涯学習振興

課長 

 委員のおっしゃったとおり、課題等、合同開催、あとは分散開催に当

たりいろいろな課題等が出てきているというのは、その多くの課題を踏

まえながら次年度、どうしていくかということを課題として取り上げて

いきたいと思うんですけれども、やはり合同開催にした場合は市のカ

ラーが出てしまって、分散開催よりも市が取り仕切ることで式典という

格好になっていまいますよね。そうした場合は合同開催に自由度がかな

り低くなってくると思っています。今おっしゃったとおり、長嶺のカ
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ラーがあって、伊良波のカラー、豊見城中学校のカラーがありますの

で、それをいかに子どもたちのそのカラーに沿ってやっていくのが分散

開催のよさと私は思っていますので、今後合同開催、分散開催を踏まえ

てまた検討してまいりたいと思います。 

備瀬委員  私はまだ分散開催に賛成です。豊見中も行ったんですが、本当にまと

まりがあってよかったと思うし、報告にもあったように実行委員の皆さ

んの負担、保護者の負担、それは課題だとおっしゃっていたので、その

辺をもう少し検討してみてはどうだろうかというふうに考えたら、私は

今のところは分散のほうで進めたほうがいいだろうと考えております。 

教育長  はい、ありがとうございます。そのほかの項目に関してはよろしいで

しょうか。大丈夫そうですか。 

 それでは、報告第１号 令和６年第２回豊見城市議会定例会一般質問

について報告を終わりたいと思います。 

 続いて、日程第８の承認第２号、日程第９の承認第３号、専決処分の

報告についてであります。関連いたしますので、事務局は続けて説明を

お願いいたします。 

学校施設課長  学校施設課の石川です。承認第２号と承認第３号については関連する

ので続けて説明させていただきます。 

 提案理由としましては、地方自治法の規定により、議決により特に指

定した事項について専決処分を行い、議会に報告する必要があったた

め、豊見城市教育委員会の権限に属する事務の一部委任等に関する規則

に基づき、臨時代理を行っております。これの共有を行います。 

 ページをめくっていただいて、説明のほうは議会のほうに提出した専

決処分の報告についてというところの資料で説明させていただきます。

２枚めくっていただいて専決処分書になります。まずこれは豊崎中学校

校舎棟建築工事の工事請負契約の変更契約の締結について変更すること

になったので、専決処分を行ったものとなります。まず契約金額を議決

時の契約金額25億3,187万円に743万6,000円増額しまして、変更後の契

約金額が25億3,930万6,000円となったものでございます。 

 次のページをめくっていただきまして、工事設計変更理由書となって

おります。これは豊崎中学校校舎棟建築工事の中に、木工事、金属工

事、塗装工事、その他の工事があるんですけれども、その工事の内容を

変更したものに増減が発生しております。主な内容としましては、工事

を進めるに当たり、現場に合わせた仕様変更等がございましたので、そ

の変更となっております。 
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 次のページをめくっていただいて、これがご存じかと思いますが、校

舎棟の位置図となっております。 

 もう一つ、承認第３号です。承認第３号も同じく、仮称豊崎中学校、

これは校舎棟の電気工事の変更契約に基づく専決処分になります。専決

処分書をご覧ください。議決時の契約金額３億4,610万4,000円を104万

5,000円増額し、３億4,714万9,000円に変更したものでございます。 

 ページをめくっていただいて、工事設計変更理由書になります。これ

は電気設備工事になりますので、動力工事、電波障害対策工事の変更と

なっております。これの主な理由としましては、電波障害対策工事費と

しまして、今回の校舎棟５階建てとなっておりますから、付近の住宅に

電波障害が発生した事故がありましたので、それに対応するための工事

の増額となっております。また再度同じ図面が続いているんですけれど

も、校舎棟の位置図となっております。説明は以上となります。 

教育長  はい、ありがとうございました。 

 ただいま、日程第８の承認第２号及び第３号の専決処分の説明がござ

いました。内容についてご質問等ございましたらよろしくお願いしま

す。よろしいですか。 

備瀬委員  致し方ないかと思います。 

教育長  ありがとうございます。 

 ただいまの承認第２号、第３号についての専決処分については、提案

どおり承認ということで進めさせていただきます。よろしくお願いしま

す。 

 続きまして、日程第10の承認第４号 令和６年４月１日付け教育委員

会職員の人事異動についてであります。事務局、説明をお願いいたしま

す。 

教育総務課長  教育総務課の赤嶺と申します。承認第４号 令和６年４月１日付け教

育委員会職員の人事異動についてということで、提案理由といたしまし

ては、豊見城市教育委員会の権限に属する事務の一部委任等に関する規

則第２条第１項第５号の規定において教育委員会の議決事項とされてい

るところではありますが、緊急を要し、教育委員会に付議する暇がない

と認められたため、同規則第４条の規定により別紙のとおり臨時代理を

行っております。同条後段の規定に基づき、教育委員会に報告し、その

承認を求めるものとなっております。 

 次のページをご覧ください。臨時代理書となっております。令和６年

３月７日付で教育長により臨時代理を行っているところであります。 
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 次のページをご覧ください。人事異動の内示についてということで、

令和６年度に関しましては管理職の異動はございませんでした。班長級

以下の人事異動に関しましてはこの表に記載されているとおりとなって

おりますのでご覧いただきたいと思います。私のほうからの説明は以上

となります。 

教育長  はい、ありがとうございました。 

 ただいま、事務局の説明がございました。内容についてご質問、確認

等がございましたら、委員の皆様よろしくお願いします。 

 はい、備瀬委員。 

備瀬委員  学校教育課、大城和之の異動前のものが空欄になっていますけれど

も、何ででしょうか。 

教育長  事務局、お願いします。 

教育総務課長  大城氏につきましては、教諭からの派遣ということで異動前は空欄と

なっております。なので指導主事ということで現在いらっしゃる高良主

事の後任として配置される予定となっております。すみません。追記で

採用という形なので異動前というところには表記はされていない形と

なっております。 

備瀬委員   そういうふうになるんですか。私は前任校の名前が書かれるのかなと

思ったんですけれども、違うんですね。表記の仕方が違うんですかね。 

教育長  はい。 

備瀬委員  分かりました。教育長、今の質問は第５号も含まれていますか。 

教育総務課長  第５号は次に。 

教育長  よろしいでしょうか。 

 休憩します。 

 休  憩（14時27分） 

再  開（14時32分） 

教育長  再開します。 

 それでは、日程第10の承認第４号に関しましては、令和６年４月１日

付け教育委員会職員の人事異動については提案どおりということで進め

てまいります。ありがとうございます。 

 続きまして、日程第11の承認第５号 教職員人事異動発令についてで

あります。事務局、説明をお願いします。 

教育総務課長  教育総務課、赤嶺です。私のほうで説明させていただきます。 

 提案理由といたしましては、豊見城市教育委員会の権限に属する事務

の一部委任等に関する規則第４条の規定に基づき、教職員の人事異動の
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内申について、臨時代理を行っております。これを報告し、教育委員会

の承認を求めるものです。 

 次のページをご覧ください。臨時代理書となっております。令和６年

３月18日付、教育長により臨時に代理を行っております。 

 次のページをご覧ください。教職員人事異動発令についての内申書と

なっております。その次のページをご覧ください。管理職異動内申とい

うことで、座安小の教諭、城間朝司氏が教頭に昇任をし、南風原町の教

育委員会へ異動するという内容になっております。説明のほうは以上と

なります。 

教育長  はい、ありがとうございます。 

休憩します。 

 休  憩（14時34分） 

再  開（14時36分） 

教育長  再開します。 

 それでは、ただいまの説明でありました日程第11の承認第５号 教職

員臨時異動発令については、提案どおりで承認したいと思いますが、い

かがですか。 

 （「はい」と呼ぶ者あり） 

教育長  はい、ありがとうございます。 

 休  憩（14時37分） 

再  開（14時38分） 

教育長  再開します。 

 どうぞ。 

教育総務課長  すみません。先ほどの私の説明について訂正させていただきたいと思

います。承認第５号 教職員人事異動発令についての転入・転出者のお

名前につきまして、城間朝司氏のお名前で訂正お願いいたします。 

教育長  はい、確認いたしました。朝司でよろしくお願いしたします。 

 続いて、日程第12の承認第６号 令和５年度（令和６年度進学予定

者）豊見城市育英会入学準備金の貸与についてですが、審議の前に個人

情報が含まれておりますので、個人情報保護のため非公開とさせていた

だきます。よろしいでしょうか。 

 （「はい」と呼ぶ者あり） 

教育長  それでは非公開ということで進めさせていただきますので、一時退室

をお願いいたします。 

 （日程第12 反訳なし） 




